
学校教育目標「自ら考え 自ら行う」 ～「はじめ」と「おわり」を見すえて～

西海市立江島中学校 学校だより
令和６年１２月２日発行 Ｎｏ.２１
発行者 校長 ℡ 0959-37-0352

オンライン交流学習
＜長崎市立高島中学校との英語科交流学習＞
先日１５日（金）に長崎市立高島中学校とオン

ライン交流を実施しました。次回の交流学習に向
けて、「高島中学校の生徒に江島で有名な場所に
ついて興味を持ってもらえるように説明しよう」
というめあてを立てて英語の授業に取り組んでい
ます。
生徒は、本校職員へ江島

の好きな場所について英語
でインタビューしたりしな
がら、説明するための材料
を集めているようです。
次回、１月のオンライン交流の際に、高島中学

校の生徒に江島に興味を持ってもらえるように、
江島のどんな場所をどのように説明するのかとて
も楽しみにしています。

＜大崎中学校とのオンライン交流学習＞
２７日（水）は、大崎中学校との直接交流を計

画していましたが、悪天候によるフェリー欠航の
ため、急遽オンラインによる交流に変更して社会
科と理科の交流授業を実施しました。
理科では電気の実験に取り

組み、同じ実験であっても大
崎中の生徒とは異なる実験結
果が得られたことに興味を抱
いていました。

食事のマナー講話
１５日（金）の学級活動の時間、生徒が講師を

務め、「和食のマナー」講話を実施しました。
これは、特別活動の内容の一つである「食育の

観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形
成」を踏まえたものです。
生徒は、生徒役の養護教諭、栄養職員を前に、

事前に作成したスライドをテレビの画面に映し出
しながら、工夫して食事のマナーについて講話し
ました。
内容は、①食器の持ち方、②箸の持ち方、③咀

嚼音、④食べるときの姿勢、⑤主食・主菜・副菜
の食べる順番の５点でした。
食器や箸をテーブルに実際に並べて、職員を褒

めながら指導するなど、説明に工夫が見られまし
た。また、職員のマナーの定着度を上げようとい
う意欲も伝わってくる実践でした。
学校教育では、知識・技能の習得と、これらを

活用する思考力・判断力・表現力の育成が求めら
れています。生徒の職員に対する説明の様子から、
表現力の高まりを感じることができました。

避難訓練（不審者対策）
２９日（金）に避難訓練を実施しました。学校では１年間で3回の避難訓練を計画しており、今回は

学校への不審者侵入を想定した訓練を行いました。新上五島警察署友住警察官駐在所の巡査長様をお招
きし、不審者役を務めていただきました。また、訓練の後には、巡査長様から不審者への対応策や注意
点について、本校職員にはさすまたの使い方などについて御指導いただきました。
不測の事態に備え、命を守るためにどんな行動をとるべきなのか、生徒、職員で改めて考える機会と

なりました。

グランドゴルフ大会
２４日（日）、公民館主催のグランドゴルフ大会に参加させていただきました。

１１月初旬頃は「１１月になったとにぬっか（温かい）ですね」という会話をし
ていたのに、この日は秋を通り過ぎて冷たい風が吹く中の大会となりました。
グループごとに熱戦が繰り広げられ、大会が終わるころにはすっかり心も身体

も温まりました。地域の方々と楽しむ機会を企画してくださった公民館館長様を
はじめ、関係の方々に感謝いたします。ありがとうございました。


